障害児（者）福祉と保育者の専門性の一考察―施設統合の事例検討― by 大崎 千秋 et al.





































































































































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 81 発達 17
障害 78 福祉 16
保育 69 持つ 14
出来る 32 生活 14
専門 32 支える 13
考える 29 成長 10
思う 23 保護 10
生かす 23 環境 9
遊び 19 知識 8
支援 17 感じる 7
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
障害 81 考える 18
思う 78 自分 17
保育 69 感じる 16
出来る 32 生かす 15
支援 32 大切 15
発達 29 聞く 14
子ども 23 持つ 12
人 23 今 11
専門 19 生活 11



















01   
02   
03   






























01   
02   
03   
04   






















































































































































































人口も増大している。2018 年 12 月末時点の「在留外国人統計」では、全国における 0歳
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A Study of the Child with Disabilities (Person) Welfare and Specialty 
of Child Care-provider: the Cases with Integrated Facilities
Osaki, Chiaki*　Asato, Wako**　Ohmori, Hiroko***　Hirosaka, Tomoya****
キーワード：障害児（者）福祉，保育者の専門性，施設統合，外国にルーツのある子ども
　本研究では、将来の障害児（者）福祉の専門職であり、施設統合の担い手とな
る可能性がある保育者志望学生が捉える障害児（者）	の専門性について明らかに
した。この背景は、2018（平成 30）	年の介護保険の改正において地域共生社会
の実現に向けた取組の推進を受け、障害児（者）	が高齢者と同一事業所（施設統
合）	で支援を受けやすくなったことがある。
　また、地域共生社会の対象は、子ども、障害児（者）、及び高齢者にスポット
が当たりがちであるが、未だあまりスポットが当たっていなかった外国にルーツ
がある子ども等、言葉の遅れの課題についても言及した。
